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私たちのからだには外部からの細菌やウイルスな
どを攻撃する「免疫細胞」が存在しているが、免
疫細胞は決して自分自身の細胞や組織を攻撃す
ることはない。ところが、免疫細胞に異常が生じ、
自分自身の細胞や組織を攻撃してしまう難病が

「自己免疫疾患」である。

イメージング技術による免疫反応の解析
唾液腺、涙腺を標的臓器とする自己免疫疾患であ
るシェーグレン症候群（SS）を用いて、種々のイ
メージング技術によって病態を解明した。

樹状細胞を用いた関節リウマチの治療法開発
関節リウマチ（RA）モデルを用いて、分子標的を解明
した上で、樹状細胞による治療法の開発を行った。

自己免疫疾患と脂質代謝の関係を解明
SSモデルを用いて脂肪組織内のマクロファージが
自己免疫病変の進展に重要な役割を果たしてい
ることを明らかにした。

関節、膵臓、唾液腺など様々な臓器が標的となっ
てしまうが、特定の臓器が攻撃を受ける原因はわ
かっていない。この研究では、特定の臓器に発
症する自己免疫疾患の謎を目で見える手法で解
き明かし、新しい治療法の開発を目指す。
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現在、様々な自己免疫疾患で数百万人の患
者さんが苦しんでいる。現状では、この病気
を根本的に治す方法はなく、症状を取り除く
治療法が中心である。この研究を進めること

によって、病気の原因を取り除く治療法の確
立が期待でき、多くの患者さんの健康を取り
戻せる可能性がある。
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A:SSモデルマウスの自己免疫病変を超音波イメージング技術を用
いて描出した。B:制御性T細胞のシグナル伝達をSSモデルとコン
トロールで比較した。C：自己免疫モデルであるB6/lprマウスへの
正常T細胞の動態異常がインビボイメージングで明らかになった。

A：TRAIL遺伝子のノックダウンによるRAの樹状
細胞治療の効果をRFで評価した。B：RAの樹
状細胞治療による病理組織学的評価を行った。

SSモデルの脂肪
組織におけるマク
ロファージの集簇
異常をイメージング
にて観察した。


